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まちかど HOT ★ニュース いま街角で一番輝いてい
る話題をお送りください。

　6 月 20 日、九会小 3 年生 36 人が学校近くの水田（中野町）
で農業体験を行いました。この授業は、三宅酒造㈱、農事組
合法人なかの、播磨農業高校の協力により実現したもので、
児童は高校生から植え方の説明を受けた後、種から育てた苗
を植えました。伊達心

こ こ あ
空さんは、「私の身長より大きく育っ

てほしい。給食で食べるのが楽しみ」と話しました。

播磨農高生と米作り　九会小3年

　6 月 2 日～ 6 日までの 5 日間、市内の中学 2 年生が 102
事業所で職業体験に取り組みました。加西警察署では、市内
4 中学校の 8 人が鑑識や広報啓発業務を体験後、警察署の花
壇にひまわりの種を植えました。これは、平成 23 年に交通
事故で亡くなった園児が育てていたひまわりの種を受け継い
で植える「ひまわりの絆プロジェクト」の一環です。

トライやるウィーク　地域とともに学ぶ

▲交通安全を願いヒマワリの種を植える中学生たち

▲泥の感触に「気持ちいい」と児童の声が響いた

　4 月 20 日、広島で開催された「FLAKE CUP 2025 KAIMAKU」
小学生高学年の部で岡田悠

はるしげ
臣さん（宇仁小 5 年）が 5 位入賞、

全国大会への出場権を獲得しました。大会は来年 1 月に千
葉で開催されます。岡田さんは「すごいスケーターたちが集
まるので、誰よりも高く跳んで技を決めたい」と話しました。

キッズスケーターNo.1 を目指して　岡田さん

▲「今年は絶対に技を決めてやる｣ と強い気持ちで挑んだ

　6 月 9 日、北条東小 3 年生 57 人がプライムプラネットエ
ナジー＆ソリューションズ（鎮岩町）で、生物多様性の大切
さを学ぼうと同社が管理・整備した竹林の見学と希少植物
の苗を植えました。伐採された竹の再生について話を聞き、
奥
お く み

見充
み つ き

貴さんは、「使われなくなったものが、いつか使える
ようになることがわかった」と話しました。

生物多様性の大切さ学ぶ　北条東小3年

▲同社社員から生物多様性の保全が図られている竹林について説
明を受ける児童

　７月６日、北条町駅で新運転士２人の出発式が行われまし
た。同鉄道社員や家族、祝福する地域住民らが見守る中、北
条町駅から粟生駅までを安全に往復運転しました。
　鉄道好きの髙橋朋

ともひろ
大さんは「安全運転で頑張っていきた

い」、元警察官の入江健太さんは「謙虚な気持ちで日々精進
したい」と、それぞれ意気込みを語りました。

新運転士２人誕生　北条鉄道

▲列車に似顔絵を描いたヘッドマークが掲げられた

　6 月 20 日、３年生 10 人が地元農家の山田達也さん（上道山町） 
指導の下、黒大豆を植えました。12 月の収穫まで、山田さん
から追肥や除虫などについて教わりながら、黒大豆を育てます。
児童は「土の感触が気持ちよかった。上手に植えられた」と楽
しそうに話していました。枝豆として食べたり、炒ってきな粉
を作ったりする予定です。

おいしい黒大豆に育ってね　西在田小３年

　6 月 28 日、ねひめホール運営会議が主催して、アスティ
アかさい 3 階でプラレールパーティが開催されました。広々
とした会場に、子どもたちが思い思いにレイアウトして楽し
みました。運営委員は「今後も親子で参加できるイベントを
開催して、ねひめホールを盛り上げていきたい」と話しまし
た。このプラレールは寄付によって集められたものです。

プラレールでつながる親子の絆

▲山田さんから植え方のコツを教わる児童たち

　宮永伊
い つ き

都希さんと川合良太さんにさわやか市民賞と賞賜金
を贈呈しました。宮永さんは「2025 年 JA 共済杯第 13 回イン
ターミディエット全日本『リトルリーグ野球』選手権大会」で、
兵庫代表に選出され、全国大会第 3 位。川合さんは、公益財
団法人美育文化協会主催「第 55 回世界児童画展」で、36,789
点の応募作品の中から、特別賞の「ぺんてる賞」を受賞しました。

さわやか市民賞と賞賜金を贈呈

▲左から菅野教育長、川合さん、宮永さん、高橋市長

▲自宅ではできない大規模なレイアウトで楽しむ子どもたち

　6 月 28 日、「いずみっ子食堂」が 1 周年を迎え、殿原町公
会堂で記念イベントが開催されました。地域の子どもなど計
53 人が参加し、手話ダンスやビンゴ大会を楽しみ、手作り
カレーを囲みながら交流を深めました。同食堂代表の田邊明
美さんは「皆さんの支援のおかげで活動を続けられました。
今後も継続したい」と話されました。

おいしいカレーを召し上がれ　こども食堂

▲地域ボランティアの皆さんが作ったカレーを楽しむ参加者たち

高齢者の視点から社会を考える　富合小4年

　6 月 23 日、富合小 4 年生 23 人が高齢者の疑似体験を行い、
高齢者の目線で日常生活の不自由さを実感し、社会でどのよ
うに助け合うべきかについて学びました。児童たちはプロテ
クターやヘッドフォンなどの装具を付け、身体機能の制限を
体験しました。髙谷紬

つむぎ
さんは「目が見えにくいと動作に集中

するので非常に疲れることがわかった」と話しました。

▲高齢者の体の特性について体験を通じて理解を深める様子
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